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甲府と国分寺(東京都)における

宮士'11の顕明皮に関する調査

佐々倉銃三磁

軍事岡市から見た富士山町観明度と気候要素との関係について筆者はさ曹に

静岡大学車世帯学部町研究報告(1)ゃ，岡大学地学研究グループの慢関魅である

/ 本飴(2)にも根骨したが，本年{昭和 8 6年)出版きれた辻村太郎今子主稀胞

念蛤文集(31には最齢的な結輸を出しておいた. t..か Lこれらは何れも tt括的

な気候学的に調査 Lたも申であって個々。甫鏑風と個々白鼠明度主の関係を

1つ 1つ詳細に時味 したもりではなか.，t.ここ kが心残bであ ったが貰科の制

約上宇むを得なかヲた のである.

富士山の顕明度解 b易くいえば富士山の遠望の良 L感Lは特に外人観光客

らに関心を持たれるものであるりはいう宜でもないことであ t • 1昨年(昭

A' 
和 84年)の朝日新聞が 天声入居 でとりことについて触れたので，同年

z月筆者は同新聞 の'学界余滴'においてこれに答えておいた のであョた.

kころが筆者町也事が鐙縁主な。て，甲府在住の歌人倉田逸子さんと東京都

圏分寺在住昭電気通信大学 々生の乙津結ーさんとがそれぞれり在住地から筆

者と同じ方法で宮士山町原明度を観測開査きれ，そ町貴窓 な蹟料を量産者町許

へ寄託されたのであヲた.本文はとれらz氏の折角。ご厚志に対 Lお応えす

る意味で綴ったものである.

まず甲府における意図氏の筒査から紹介 しよう.餌測期聞は昭和 840年e

月から 85年 5月までの丸一年間である.その間白書月平均顧問度の年変化

を示せば第一表E第一聞のようである.
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次に国分ゃにおける乙律氏の調査を紹升L ょう.観測期間は昭和 B会年s

その間の各月平均顕明度の年変化月から 35年z月まで坦丸一年間である.

を示せば第二表E第一図のようである.

事量

g 会B月年 85年
4 5 8 q 8 910.11 12 1 2 平均

1. 7 1.8 1.4 1.0 10 1.0 1.0 ll! 1.9 2.マ 3~ 2~ 
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第

上院の甲府主国骨寺の杏月平均顕明度の年変化を見る k膏月どとり問者の

，従ヲて両者の年変化の様相も画似 Lてい平均顕明度には大きな差異はたく

，白骨寺が 1.6 2であ。て殆んど

等Lいりは奇異な感じを受けるほどである.

静岡から見士宮医者ちり鍋測欄査は昭和 80年 1-1  

るが特に年聞の平均顕腕度は甲府が1.6 8 

s月田も申であT• 11-
月の平均顕明度目年変化は算三表E第一図。ょうである.
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表

s 1o月年 z s 4. 5 e q s 9 10 11 12 平均

Sゐ 2.8 0.6 U l.4 0.8 0.9 0.6 1.5 22 81 2.8 
1.73 

容 1.08 1( 0.77 軟 227 ~ 2.83 

第

きて甲府での顕明度は4春秋 Eの順に下。ているが，静岡で町顕明度は4

秋春夏申順に下。ている.~が最も良<1(が最も思い己主は両者とも閉じで

あ t.かっl(~それぞれの数値にも大差はな いが秋と春の関係は両者が逆に

よhも著 L<良<.甲府が春(1.08)なヲてお t.静岡では秋 (2.27)

よb幾骨惑い.が春(1.47)では秋 (1.87)

またE駄専は甲府も国舟寺もともに同じ期間(昭和 36年 6-8月，同年

。健測である が，春だけは荷地9 -1 1月 ，問年 12月と 85年 1-2月〉

それぞれ具っており，甲府のは昭和 85年 8- 5月の観測で国骨寺のは昭和s

しか L回骨寺町顕明度も春と秋田差こそ小さい4年 3- 5月の観測である.

が4春秋夏の聞に下。ていて甲府と同じような傾向を示Lている.

これら囚挙制に Lた顕関度。年変化白様相は第二図によって闘かであろう。
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静岡の月平均顕明度目年変化と甲府，国分寺同地のそれとがとりように異

なるのは(1)艇測地点が異なるためか.121観測期聞が異なるためか，または(1)

12)問者が組合さ 9 た結果であろう.

そこで次のようなことが考えられるのである.

(1) 昭和 80年の静岡の顕明度D年変化の願寺，秋，響 .Iが静岡における

E常なものなのか，または静岡においても甲府，国骨寺における圏西と同じ

く:t-.容，紋，夏がE常なものなのか.

121 昭和s生年s月乃至 35年5月町甲府，国分寺田顕明度の年変化の1lI:t-

春.秩 .llは甲府，周舟寺における正常なものなのか，または甲府，国舟

寺においても静岡の願 k問じく:t-秋，春，夏が正常なものなのか.

要するに静岡と甲府，国骨寺町年変化の顕は正常な年 においては同じであ

るりか，も L同じであるならば:t-.秋，春，夏の聞が正常なのか:t-春，

秩.Jl.の販が正常なのか.あるいはまた正常な年においても両者は異ヲてい

るもりなりだろうかというこ主になる.

第 ー 関

-甲府 _-IJS戸e

--;- 筑波山
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第 四 表
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先年畠山久向氏14111.筑波

山から:;r士山が見える所開

典常透明の回数(5年間)

の観測を側査 Lたがその結

果は第四衰のようになラて

いる.
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異常透閉回数が多いほど一般に平均鼠明度は高いといえるであろうから ，

筑波山りものは静岡における願と同じ傾向であるといえる.富士山，国分寺

筑波山は概ねー車線上にあるから〈第三国重量照)特に国分寺附近に地方的貿

車状態の異常がないも町ならば，国骨寺からり正常な顕明度の願は筑波山か

らの正常な顕朗度と同じ傾向をもつべきであろう.従。て今のところ甲府か

ら0顕明度については何んとも断曾できないが，少な〈とも富士山の表側〈

山製県側)以外からの顕明度の正順な年変化は専，秩 ， 春，l[~順と考えて

よか ろう と思われる.

甲府，国骨寺での観測期間(昭和 84 -8 5年〉 中の気候状簡はどうも平

年とは幾骨典。ていたように考えられるのであ t ，倉田氏はそり健測期間中

の毎日の甲府白血向，風速，天気などの貰料までも送ヲて下さったが，顕明

度との関係におけるこの点の疑問は簡単に解明し鍵〈む Lろ問題を残 Lてお

〈ことが妥当のように思われる。

終 hに意図，乙部両氏のご努力とご厚意に対し敬意と感鮒を表ずる次第で

ある.
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